


　これまで国民健康保険税は、旧町村の区域ごとに異なっていましたが、
平成18年4月から次の表の税率に統一します。

　上記の所得割・資産割・均等割・平等割の合計が年間の国保税額となります。なお、最高限度額は
医療分が53万円、介護分が9万円です。
　例えば、夫婦と子ども2人の4人世帯で全員が国民健康保険に加入し、前年度の
父の所得が200万円、固定資産税を5万円支払っている場合は次の保険税額になり
ます。※夫婦はともに介護保険第2号被保険者（40歳以上65歳未満）
（注）被保険者数名に所得がある場合は、それぞれから33万円控除します。

（１）医療給付費分
　　●所得割額　（2,000,000－330,000）×0.098＝163,660円…①
　　●資産割額　　　50,000×0.4＝20,000円…②
　　●均等割額　　　25,000×4＝100,000円…③
　　●平等割額　　　26,000円…④
　　小計〈１〉（①＋②＋③＋④）＝309,600円（100円未満切り捨て）
（２）介護納付金分
　　●所得割額　（2,000,000－330,000）×0.0112＝18,704円…⑤
　　●資産割額　　　50,000×0.065＝3,250円…⑥
　　●均等割額　　　4,500×2（夫婦のみ）＝9,000円…⑦
　　●平等割額　　　6,000円…⑧
　　小計〈２〉（⑤＋⑥＋⑦＋⑧）＝36,900円（100円未満切り捨て）
　　合計金額（小計〈１〉＋小計〈２〉）は346,500円になります。
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平成18年度
（4月1日から）

改正前の税率

保険税の軽減制度！　前年度の所得額に応じて、均等割額と平等割額の軽減制度があります。

軽　減　率

7 割 軽 減

5 割 軽 減

2 割 軽 減

被保険者全員の所得の合計が33万円以下の場合

被保険者全員の所得の合計が次の額以下の場合
　※33万円＋24万5千円×（被保険者数－１）

被保険者全員の所得の合計が次の額以下の場合
　※33万円＋35万円×被保険者数

対象となる条件

税の税率が変わります！税の税率が変わります！税の税率が変わります！税の税率が変わります！
平成１８年度から国民健康保険平成１８年度から国民健康保険平成１８年度から国民健康保険平成１８年度から国民健康保険
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税の税率が変わります！税の税率が変わります！
平成１８年度から国民健康保険平成１８年度から国民健康保険

　軽減制度の対象となるかどうかについては、世帯主が国民健康保険等に加入していない場合（※擬制世
帯）であっても世帯主の所得を合算して判定します。65歳以上で年金を受給されている方については、
年金所得から15万円を控除した金額で判定します。
　また、7割軽減と5割軽減に該当する場合は税務課で処理をしますので申請の必要はありません。ただ
し、２割軽減については、税務課から該当者に通知しますので期間内に申請してください。
※擬制世帯…国民健康保険の被保険者のいる世帯で、世帯主が国民健康保険以外の健康保険等に加入して
いて国民健康保険に加入していない場合でも、世帯主は国民健康保険への各種届け出義務や保険税の納
付義務を負わなければなりません。このような世帯のことを擬制世帯といいます。

　公的年金等控除の見直しに伴う国民健康保険税の経過措置について
　公的年金等控除の見直しの影響を受ける被保険者について、激変緩和措置として、平成17年１月１日
に65歳以上であった方については、段階的に平成18年度から2年間、国民健康保険税の所得割の算定の
際に特別控除を適用することになりました。※軽減判定時にも適用されます。

　例えば、夫婦（ともに65歳以上）の年金受給者で2人とも国民健康保険に加入し、前年度の年金収入金
額が、夫240万円・妻120万円で、固定資産税を5万円支払っている場合は、次の保険税額になります。

夫：240万円－120万円－13万円－33万円＝74万円
妻：120万円－120万円＝0円
　　●所得割額　（740,000＋0）×0.098＝72,520円…①
　　●資産割額　　50,000×0.4＝20,000円…②
　　●均等割額　　25,000×2＝50,000円…③
　　●平等割額　　26,000円…④
　　合計（①＋②＋③＋④）＝168,500円（100円未満切り捨て）
　　※2人とも65歳以上なので医療給付費分だけとなります。

年金収入 － 公的年金等控除 － 　公的年金等特別控除　 － 　基礎控除　 = 算定基礎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成18年度：13万円　　　　　33万円
　　　　　　　　　　　　　　　　　平成19年度：　7万円

【公的年金等控除額一覧表】

6 5 歳 以 上

6 5 歳 未 満

330万円以下

330万円超 410万円以下

410万円超 770万円以下

770万円超

130万円以下

130万円超 410万円以下

410万円超 770万円以下

770万円超

120万円

収入金額 ×25％ ＋　37.5万円

収入金額 ×15％ ＋　78.5万円

収入金額 ×　5％ ＋ 155.5万円

70万円

収入金額 ×25％ ＋　37.5万円

収入金額 ×15％ ＋　78.5万円

収入金額 ×　5％ ＋155.5万円

公的年金等の収入金額年齢区分 公的年金等控除額

市税務課　　 22 2215問い合わせ
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３
月
１９
日
、
川
島
庁
舎
・
川
島

体
育
館
な
ど
で
、
第
２
回
吉
野
川

市
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を

開
催
し
ま
し
た
。

鴨
島
鳳
翔
太
鼓
の
迫
力
あ
る
演

奏
で
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
始
ま
り

ま
し
た
。
体
育
館
内
子
ど
も
広

場
・
体
験
広
場
で
は
、
折
り
紙
遊

び
、
銭
太
鼓
の
体
験
演
奏
、
獅
子

舞
、
躍
動
感
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
阿

ふ
れ
あ
い

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

太鼓の響きがフェスティバルをもりあげる

波
踊
り
、
ふ
れ
あ
い
広
場
で
は
、

も
ち
つ
き
、
う
ど
ん
や
た
こ
焼
き

の
販
売
、
福
祉
作
業
所
な
ど
の
作

品
展
示
販
売
が
行
わ
れ
、
子
ど
も

か
ら
大
人
ま
で
楽
し
い
一
日
を
過

ご
し
ま
し
た
。

ま
た
、
川
島
庁
舎
２
階
大
会
議

室
で
は
、
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
と
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
テ

ー
マ
と
し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
、
落
語
家
で
あ
り
な
が
ら

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
も
積
極
的

に
参
加
さ
れ
て
い
る
笑
福
亭
学
光

さ
ん
の
記
念
講
演
が
行
わ
れ
、
会

場
に
集
ま
っ
た
観
客
は
熱
心
に
聞

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
子
ど
も
か

ら
お
年
寄
り
ま
で
広
い
世
代
に
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
魅
力
や
楽

し
さ
を
知
っ
て
も
ら
い
「
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
心
」
を
は
ぐ
く
ん
で
も

ら
う
こ
と
、
明
る
く
元
気
な
福
祉

の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と

を
目
的
に
、
市
社
会
福
祉
協
議
会

と
の
共
催
で
行
い
ま
し
た
。

洗練された踊りの披露

まちづくりについてのパネルディスカッション

簡
単
な
頭
の
体
操
を
実
演
す
る
学
光
さ
ん

一
斉
街
頭
指
導
「
セ
ー
フ
テ
ィ
ロ
ー
ド
1
9
2
」

３
月
２６
日
、
鴨
島

温
泉
「
鴨
の
湯
」
の

入
場
者
が
、
７０
万
人

を
突
破
し
ま
し
た
。

７０
万
人
目
と
な
っ

た
内
野
博
さ
ん
（
鴨

島
町
牛
島
）
に
は
、

市
か
ら
花
束
や
記
念

品
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
記
念
と

し
て
そ
の
後
の
入
場

者
に
タ
オ
ル
が
プ
レ

ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し

た
。春

の
交
通
安
全
運
動
が
始
ま
っ

た
４
月
６
日
、
一
斉
街
頭
指
導
が

国
道
１
９
２
号
線
沿

い
で
行
わ
れ
ま
し

た
。市

内
１７
カ
所
の

交
差
点
で
、
吉
野
川

市
長
を
は
じ
め
と
し

て
、
交
通
安
全
母
の

会
、
吉
野
川
地
域
交

通
安
全
活
動
推
進
委

員
協
議
会
、
交
通
安

花
束
と
記
念
品
を
受
け
取
る
内
野
さ
ん（
写
真
右
）

鴨
島
温
泉
「
鴨
の
湯
」

営
業
時
間

午
前
１０
時
３０
分
〜
午
後
９
時
３０
分

休
業
日

毎
週
水
曜
日
、
１２
月
３１
日
、
１
月
１
日

利
用
料
金

大
人
４
５
０
円
、
小
人
３
０
０
円
、

回
数
券（
１２
枚
つ
づ
り
）４
５
０
０
円
、
７０
歳
以
上
、

身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
所
持
者
３
０
０
円

全
関
係
団
体
、
市
職
員
な
ど
１
９

０
人
が
「
携
帯
電
話
運
転
中
禁

止
」、「
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
を
着
用
し
ま
し
ょ

う
」、「
飲
酒
運
転
絶

対
禁
止
」
な
ど
と
書

か
れ
た
ハ
ン
ド
プ
レ

ー
ト
や
の
ぼ
り
を
手

に
、
通
勤
途
中
な
ど

の
道
行
く
人
た
ち
に

交
通
安
全
を
訴
え
ま

し
た
。

川島庁舎前での一斉街頭指導の様子

鴨
島
温
泉
「
鴨
の
湯
」

入
場
者
７０
万
人
突
破

鴨
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泉
「
鴨
の
湯
」

入
場
者
７０
万
人
突
破
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７０
万
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突
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万
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７０
万
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７０
万
人
突
破

鴨
島
温
泉
「
鴨
の
湯
」

入
場
者
７０
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万
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万
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日
本
文
化
デ
ザ
イ
ン
会
議
プ
レ
イ
ベ
ン
ト

３
月
２６
日
、
市
内
の
ホ
テ
ル
を

会
場
に
、「
吉
野
川
市
に
デ
ザ
イ

ン
会
議
が
や
っ
て
来
る
！
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
１０
月
１３
日

か
ら
３
日
間
、
吉
野
川
市
を
含
む

徳
島
県
の
４
市
町
で
開
催
さ
れ
る

「
第
２８
回
日
本
文
化
デ
ザ
イ
ン
会

議
’０６
in
と
く
し
ま
」
の
プ
レ
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
開
か
れ
た
も
の
で

す
。と

く
し
ま
会
議
実
行
委
員
会
副

議
長
で
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の
サ
エ

キ
け
ん
ぞ
う
さ
ん
、
会
議
の
テ
ー

マ
で
あ
る
「
天
水
」
に
ち
な
ん
だ

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
作
成
し
た
漫

画
家
の
し
り
あ
が
り
寿
さ
ん
、
同

志
社
大
学
大
学
院
教
授
の
佐
伯
順

子
さ
ん
が
出
演
し
ま
し
た
。

午
前
中
に
吉
野
川
市
内
巡
り
ツ

ア
ー
を
し
、
吉
野
川
の
雄
大
な
自

然
、
豊
か
な
土
地
で
は
ぐ
く
ま
れ

た
歴
史
や
文
化
を
体
験
し
た
３
人

は
、
実
感
や
印
象
な
ど
を
交
え
な

が
ら
本
番
に
向
け
て
の
抱
負
を
語

り
ま
し
た
。

日
本
文
化
デ
ザ
イ
ン
会
議
は
、

各
界
の
第
一
線
で
活
躍
す
る
文
化

人
が
集
ま
り
、
講
演
や
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
な
ど
の
多
彩
な
催
し
を
繰

り
広
げ
る
「
文
化
の
一
大
イ
ベ
ン

ト
」
で
す
。

来
秋
に
開
催
さ
れ
る
国
民
文
化

祭
と
と
も
に
、
郷
土
の
誇
る
べ
き

固
有
の
文
化
を
全
国
に
発
信
で
き

る
よ
う
、
準
備
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

トークショーの様子（右から、しりあがり寿さん、
佐伯順子さん、サエキけんぞうさん、司会者）

吉野川市の魅力を紹介する市民代表

地
産
地
消
ご
じ
ま
ん
市

４
月
９
日
、
鴨
島
町
の
ひ
ま
わ

り
農
産
市
で
、「
地
産
地
消
ご
じ

ま
ん
市
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

（
表
紙
写
真
）

農
産
物
や
き
ね
つ
き
も
ち
な
ど

の
直
売
所
と
と
も
に
設
け
ら
れ
た

試
食
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
地
元
産

の
農
産
物
を
利
用
し
た
食
品
が
振

る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

そ
う
め
ん
の
代
わ
り
に
ナ
ス
を

用
い
た
ナ
ス
そ
う
め
ん
や
、
ニ
ン

ジ
ン
１
０
０
％
で
大
変
甘
い
ニ
ン

ジ
ン
ジ
ュ
ー
ス
、
地
元
産
の
米
で

※地産地消
地域で生産されたものを
地域で消費すること。

握
っ
た
お
に
ぎ
り
な
ど
に
、
訪
れ

た
人
は
舌
鼓
を
う
っ
て
い
ま
し

た
。車

内
に
調
理
設
備
や
ス
テ
ー
ジ

を
備
え
た
徳
島
県
の
移
動
ブ
ラ
ン

ド
シ
ョ
ッ
プ
「
新
鮮
な
っ
！
と
く

し
ま
号
」
も
吉
野
川
市
に
初
め
て

登
場
し
、
そ
の
ス
テ
ー
ジ
で
は
ク

イ
ズ
大
会
な
ど
も
行
わ
れ
、
た
く

さ
ん
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

全国に徳島の農産物をPRしている
「新鮮なっ！とくしま号」

「
新
鮮
な
っ
！
と
く
し
ま
号
」
の
ス
テ
ー
ジ
で

あ
い
さ
つ
を
す
る
川
真
田
市
長

多くの人で特設テントがにぎわう

大人も子どもも楽しんだクイズ大会のどごしすっきりナスそうめん
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市
長
部
局

部
長
級

▼
防
災
局
長
（
市
民
部
長
）
河
野

憲
二
▼
総
括
支
所
長
兼
美
郷
支
所

地
域
課
長
（
防
災
局
長
）
湯
佐
洋

一
▼
市
民
部
長
（
建
設
部
長
）
豆

成
直
司
▼
産
業
経
済
部
長
（
水
道

部
長
）
竹
前
晴
夫
▼
建
設
部
長

（
産
業
経
済
部
長
）
工
藤
勉
▼
水

道
部
長
（
企
画
財
政
部
長
）
武
田

彰
仁
▼
総
務
部
次
長
﹇
国
民
文
化

祭
・
日
本
文
化
デ
ザ
イ
ン
会
議
担

当
﹈（
企
画
財
政
部
次
長
）
佐
伯

俊
明
▼
総
務
部
次
長
﹇
中
央
広
域

環
境
施
設
組
合
派
遣
﹈（
産
業
経

済
部
耕
地
課
長
）
平
岡
重
利

課
長
級

▼
総
務
部
総
務
課
長
（
総
務
部
総

務
課
課
長
補
佐
兼
人
事
給
与
係

長
）
河
野
隆
義
▼
総
務
部
秘
書
企

画
課
長
（
企
画
財
政
部
企
画
政
策

課
長
）
阿
部
勝
一
▼
総
務
部
財
政

課
長
（
企
画
財
政
部
財
政
課
長
）

河
野
和
行
▼
総
務
部
税
務
課
長

（
水
道
部
下
水
道
課
長
）
藤
井
純

▼
総
務
部
情
報
シ
ス
テ
ム
課
長

（
企
画
財
政
部
情
報
シ
ス
テ
ム
課

長
）
貞
野
治
夫
▼
鴨
島
支
所
地
域

川
島
薬
草
園

レ
ン
ギ
ョ
ウ
　
モ
ク
セ
イ
科

〈表紙写真〉

中
国
原
産
で
、
庭
園
樹
と
し

て
栽
培
さ
れ
て
い
る
落
葉
小
低

木
で
す
。
雌
雄
異
株
で
、
葉
が

展
開
す
る
よ
り
先
に
花
が
咲
き

ま
す
。
殺
菌
、
利
尿
、
解
毒
な

ど
の
効
能
が
あ
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

４
月
１０
日
ご
ろ
が
花
盛
り
で
、

民
家
や
学
校
、
役
所
で
も
、
黄

色
の
花
弁
が
風
に
そ
よ
ぐ
姿
が

目
に
つ
き
ま
す
。

川
島
城
の
近
く
に
川
島
薬
草

園
が
開
設
さ
れ
て
お
り
、
植
物

愛
好
会
の
皆
さ
ん
が
無
料
奉
仕

で
維
持
管
理
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
薬
草
園
の
中
心
付
近
に
あ

り
ま
す
。

課
長
（
健
康
福
祉
部
子
育
て
支
援

課
長
兼
子
ど
も
相
談
室
長
）
井
上

利
夫
▼
山
川
支
所
地
域
課
長
（
産

業
経
済
部
農
業
振
興
課
長
）
加
藤

あ
け
み
▼
市
民
部
国
保
年
金
課
長

（
健
康
福
祉
部
長
寿
障
害
福
祉
課

長
）
三
橋
幸
男
▼
市
民
部
環
境
セ

ン
タ
ー
所
長
（
教
育
委
員
会
体
育

文
化
振
興
課
課
長
補
佐
兼
文
化
振

興
係
長
）
玉
井
豊
▼
健
康
福
祉
部

地
域
福
祉
課
長
（
総
務
部
総
務
課

長
）
池
上
茂
和
▼
健
康
福
祉
部
介

護
障
害
課
長
（
建
設
部
工
事
検
査

室
長
）
松
田
公
男
▼
健
康
福
祉
部

子
育
て
支
援
課
長
兼
子
ど
も
相
談

室
長
（
鴨
島
支
所
地
域
課
長
）
岡

田
美
智
子
▼
健
康
福
祉
部
養
護
老

人
ホ
ー
ム
天
寿
荘
所
長
（
教
育
委

員
会
体
育
文
化
振
興
課
長
）
杜
あ

つ
子
▼
産
業
経
済
部
農
業
振
興
課

長
（
山
川
支
所
地
域
課
長
）
河
内

由
夫
▼
産
業
経
済
部
耕
地
課
長

（
産
業
経
済
部
林
業
振
興
課
課
長

補
佐
兼
振
興
係
長
）
富
尾
一
夫
▼

建
設
部
都
市
計
画
住
宅
課
長
（
建

設
部
都
市
計
画
課
長
兼
建
築
住
宅

課
長
）
河
野
功
▼
建
設
部
工
事
検

査
室
長
（
水
道
部
水
道
課
長
）
井

内
克
典
▼
水
道
部
下
水
道
課
長

（
総
務
部
総
務
課
課
長
補
佐
兼
総

務
係
長
）
貞
野
修
二
▼
水
道
部
水

道
課
長
（
市
民
部
環
境
セ
ン
タ
ー

所
長
）
北
川
博
▼
総
務
部
総
務
課

主
幹
兼
人
事
給
与
係
長
（
企
画
財

政
部
企
画
政
策
課
課
長
補
佐
兼
企

画
係
長
）
辻
内
克
視
▼
総
務
部
秘

書
企
画
課
主
幹
﹇
国
民
文
化
祭
・

日
本
文
化
デ
ザ
イ
ン
会
議
担
当
﹈

（
企
画
財
政
部
企
画
政
策
課
主
幹
）

宮
本
晴
義
▼
総
務
部
税
務
課
主
幹

兼
課
税
第
一
係
長
（
総
務
部
税
務

課
課
長
補
佐
兼
課
税
第
一
係
長
）

山
口
時
生
▼
総
務
部
財
政
課
主
幹

兼
財
政
係
長
（
企
画
財
政
部
財
政

課
課
長
補
佐
兼
財
政
係
長
）
柿
部

美
彦
▼
市
民
部
環
境
セ
ン
タ
ー
主

幹
兼
総
務
係
長
﹇
西
環
境
セ
ン
タ

ー
担
当
﹈（
水
道
部
下
水
道
課
主

幹
）
後
藤
田
修
三
▼
健
康
福
祉
部

介
護
障
害
課
主
幹
（
健
康
福
祉
部

長
寿
障
害
福
祉
課
主
幹
）
猪
井
幸

子
▼
水
道
部
下
水
道
課
主
幹
兼
業

務
係
長
（
健
康
福
祉
部
子
育
て
支

援
課
課
長
補
佐
兼
児
童
保
育
係

長
）
鎌
田
実
▼
水
道
部
下
水
道
課

主
幹
兼
工
務
係
長
（
水
道
部
下
水

道
課
課
長
補
佐
兼
工
務
係
長
）
中

山
幸
久

教
育
委
員
会

部
長
級

▼
教
育
次
長
﹇
学
校
教
育
担
当
﹈

（
教
育
委
員
会
参
事
）
山
尾
雅
泰

課
長
級

▼
教
育
総
務
課
長
（
教
育
総
務
課

長
兼
学
校
教
育
課
長
）
工
藤
利
夫

▼
学
校
教
育
課
長
（
県
か
つ
あ

い
・
川
島
小
学
校
教
頭
）
坂
井
邦

子
▼
生
涯
学
習
課
長
（
生
涯
学
習

課
長
兼
山
川
図
書
館
長
）
後
藤
田

武
夫
▼
鴨
島
幼
稚
園
長
（
飯
尾
敷

地
幼
稚
園
主
任
教
諭
）
森
本
三
枝

子
▼
生
涯
学
習
課
主
幹
兼
文
化
振

興
係
長
﹇
体
育
文
化
担
当
﹈（
市

民
部
環
境
セ
ン
タ
ー
主
幹
兼
総
務

係
長
﹇
西
環
境
セ
ン
タ
ー
担
当
﹈）

武
田
計
次

議
会
事
務
局

課
長
級

▼
議
会
事
務
局
庶
務
議
事
課
長

（
総
務
部
税
務
課
長
）
細
川
勲

退
職（
３
月
３１
日
付
）
▼
久
保
利

治
（
美
郷
支
所
）
▼
井
内
衡
（
地

域
福
祉
課
）
▼
篠
原
サ
チ
子
（
国

保
年
金
課
）
▼
大
磯
良
子
（
老
人

ホ
ー
ム
天
寿
荘
）
▼
石
原
育
代

（
市
民
生
活
課
）
▼
住
友
三
津
子

（
市
民
生
活
課
）
▼
竹
重
登
（
鴨

島
支
所
地
域
課
）
▼
片
岡
美
国

（
下
水
道
課
）
▼
森
内
大
輔
（
管

理
課
）
▼
尾
形
秀
永
（
管
理
課
）

▼
小
松
ま
ゆ
み
（
鴨
島
幼
稚
園
）

▼
世
直
久
美
子
（
鴨
島
幼
稚
園
）

▼
田
村
美
枝
子
（
鴨
島
幼
稚
園
）

▼
白
山
美
枝
子
（
中
枝
幼
稚
園
）

▼
川
真
田
基
一（
知
恵
島
小
学
校
）

市
職
員
人
事
異
動

課
長
級
以
上
　
４
月
１

日
付
　
（

）
内
旧
任
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皆
さ
ん
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と

い
う
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
か
？

性
別
を
表
す
場
合
に
は
、
生

物
学
上
の
雌
雄
を
表
す
も
の

（
セ
ッ
ク
ス
）
と
、
社
会
的
・

文
化
的
に
形
成
さ
れ
る
男
女
の

差
異
を
示
す
も
の
（
ジ
ェ
ン
ダ

ー
）
が
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
は
、「
社
会
的
性

別
」
と
い
わ
れ
る
も
の
で
、
例

え
ば
「
男
ら
し
さ
・
女
ら
し
さ
」

と
い
っ
た
言
葉
で
表
現
さ
れ
る

も
の
で
す
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
い
う
言
葉
は

単
に
男
女
の
別
を
表
す
概
念

で
、
良
い
意
味
も
悪
い
意
味
も

あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
の

内
容
に
は
男
女
共
同
参
画
社
会

の
形
成
を
阻
害
す
る
も
の
も
あ

り
ま
す
。
最
も
大
き
な
障
害
と

考
え
ら
れ
て
い
る
の
が
「
男
は

仕
事
、
女
は
家
庭
」
な
ど
と
い

っ
た
性
別
に
基
づ
く
固
定
的
役

割
分
担
意
識
で
す
。
こ
う
し
た

考
え
方
が
、
社
会
的
に
作
ら
れ

た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を

意
識
し
て
い
く
視
点
が
大
切
で

す
。 考

え
て
み
よ
う

男
女
共
同
参
画

「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
っ
て
何
？

れ
の
学
級
か
ら
２
人
の
代
表
を
出

し
、「
み
ん
な
は
知
ら
な
い
だ
ろ
う

け
れ
ど
、
私
は
が
ん
ば
っ
て
い
る

こ
と
」
と
、「
知
っ
て
ほ
し
い
、
私

の
悲
し
い
気
持
ち
」
を
発
表
し
ま

し
た
。
互
い
の
気
持
ち
を
理
解
し

人
権
と
ぴ
っ
く
す

笑
顔
い
っ
ぱ
い
川
小
っ
子

―
川
島
小
学
校
―

問
い
合
わ
せ

人
権
啓
発
に
関
す
る
取
り
組
み

を
よ
り
活
発
に
す
る
た
め
行
っ
た

い
く
つ
か
の
行
事
を
紹
介
し
ま
す
。

ま
ず
は
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン

グ
遠
足
。
異
年
齢
集
団
に
な
り
、

オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
を
し
な
が

ら
目
的
地
の
上
桜
公
園
を
め
ざ
す

遠
足
で
す
。
学
年
の
垣
根
を
越
え
、

互
い
に
助
け
合
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

次
に
、
堀
内
佳
さ
ん
に
よ
る
人

権
コ
ン
サ
ー
ト
。
す
て
き
な
歌
と

お
話
を
聞
く
こ
と
で
、
差
別
に
よ

っ
て
悲
し
む
人
が
い
な
い
世
の
中

に
し
て
い
き
た
い
と
い
う
気
持
ち

を
強
く
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
観
劇
会
。
民
芸
座
の

方
々
を
迎
え
、
手
塚
治
虫
さ
ん
の

「
火
の
鳥
」
を
観
劇
し
ま
し
た
。
生

き
る
努
力
の
大
切
さ
や
助
け
合
う

こ
と
の
す
ば
ら
し
さ
を
学
び
ま
し

た
。ま

た
、
児
童
会
で
企
画
し
、
決

め
た
「
ニ
コ
ニ
コ
集
会
」。
そ
れ
ぞ

あ
お
う
と
す
る
雰
囲
気
が
高
ま
り

ま
し
た
。

学
習
発
表
会
で
は
人
権
学
習
会

の
活
動
の
様
子
と
、
人
権
の
大
切

さ
を
訴
え
た
劇
が
発
表
さ
れ
、
人

権
教
育
の
成
果
を
広
く
紹
介
で
き

ま
し
た
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
で
は
、
人
権
委
員

会
が
中
心
と
な
っ
て
研
修
会
を
開

き
ま
し
た
。
松
村
勝
子
さ
ん
を
招

き
、「
こ
の
魅
力
あ
る
教
育
を
と
も

に
！
『
自
分
の
生
涯
を
か
け
て
関

わ
り
』」
と
い
う
演
題
で
お
話
を
聞

き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
こ
だ
ま
祭
へ
も
参
加

し
ま
し
た
。
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
か
ら

１３
人
の
児
童
が
代
表
と
し
て
出
場

し
、
人
権
の
大
切
さ
を
音
楽
に
よ

っ
て
訴
え
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に

川
島
小
学
校
は
、
人
権
意
識
向
上

に
向
け
て
積
極
的
な
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

市
秘
書
企
画
課
℡
○22
２
２
２
１

Ｅ
メ
ー
ル

kikaku@
city.yoshinogaw

a.lg.jp

記
事
に
関
す
る
ご
意
見
・

ご
感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

学習発表会の様子（２月26日）

記
事
に
関
す
る
ご
意
見
・

ご
感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

吉
野
川
市
人
権
教
育
推
進
協
議
会

（
市
人
権
課
内
）

℡

○22
２
２
２
９

男
女
共
同
参
画
社
会
の

形
成
の
た
め
に

見
直
し
が
適
当
な
も
の

（
見
直
し
が
行
わ
れ
た
具
体
例
）

・
男
女
別
定
年
制
の
撤
廃

・
Ｄ
Ｖ
防
止
法
の
制
定

・
従
来
女
性
が
少
な
か
っ
た
分

野
へ
進
出
（
科
学
者
、
政
治

家
な
ど
）

・
家
庭
で
の
家
事
分
担

見
直
し
が
不
要
な
も
の

・
男
女
の
服
装
に
関
す
る
違
い

・
ひ
な
人
形
、
鯉こ
い

の
ぼ
り
な
ど



３
倍
に
も
な
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

一
方
で
虫
害
に
弱
い

ほ
か
、
夏
期
の
品
質
管

理
の
難
し
さ
な
ど
の
問

題
も
あ
る
た
め
、
平
成

１４
年
度
か
ら
小
松
菜
生

産
部
会
を
設
立
し
、
組

織
的
な
生
産
・
出
荷
を

行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
Ｊ
Ａ
等
の
指

導
に
よ
り
、
プ
レ
ハ
ブ

式
冷
蔵
庫
の
導
入
が
積

極
的
に
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
冷
蔵
庫
の
導
入

に
よ
っ
て
、
夏
期
で
も

前
日
か
ら
の
収
穫
が
容

易
に
な
り
、
品
質
の
向

上
は
も
ち
ろ
ん
、
市
場

へ
の
安
定
的
な
供
給
を
す
る
こ
と

で
、
有
利
販
売
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
連
作
障
害
や

虫
害
の
発
生
、
価
格
の
低
迷
等
、

栽
培
者
を
取
り
巻
く
状
況
は
厳
し

く
、
栽
培
技
術
の
向
上
、
地
域
の

ブ
ラ
ン
ド
品
目
と
し
て
の
定
着
化

を
今
後
の
課
題
と
し
、
鴨
島
町
の

小
松
菜
を
産
地
化
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

今
日
の
夕
食
の
一
品
に
、
小
松

菜
を
添
え
て
み
て
は
い
か
が
で
し
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み
そ
汁
や
吸
い
物
の
具
に
し
て

よ
し
、
炒
め
物
に
し
て
も
お
い
し

い
小
松
菜
は
、
近
年
、
鴨
島
町
で

盛
ん
に
栽
培
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

第
七
回

鴨
島
町
の
小
松
菜

ょ
う
か
。

市
農
業
振
興
課
農
業
振
興
係

℡
○22
２
２
２
８

怪
傑
　
講
師
団
活
躍
中

地
元
の
人
権
教
育
啓
発
講
師
団

が
人
権
問
題
解
決
の
た
め
、
各
地

で
研
修
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

講
師
団
紹
介
⑦

講
演
テ
ー
マ

「
オ
ン
リ
ー
わ
ん
　
で
い
こ
う
」

〈
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉

川
島
町
出
身
。
市
職
員
。
多
種

の
職
歴
を
持
ち
、
川
島
町
時
代
に

は
多
様
な
係
を
こ
な
す
。

そ
の
幅
広
い
知
識
は
人
権
問
題

か
ら
環
境
問
題
ま
で
、
最
近
で
は

民
法
を
も
カ
バ
ー
す
る
豊
富
な
話

題
で
人
気
ナ
ン
バ
ー
わ
ん
。
入
念

な
レ
ッ
ス
ン
を
受
け
た
女
性
問
題

も
必
聴
。

♪
貴
方
は
も
う
忘
れ
た
か
し
ら
♪

１
９
７
０
年
代
の
薫
り
が
す
る
講

演
は
、
な
つ
か
し
さ
と
活
力
を
与

え
、
わ
ん
ダ
フ
ル
。

「
今
宵
の
講
演
も
ホ
ー
ル
イ
ン
　
わ

ん
　
だ
ぜ
！
」
怪
気
炎
が
幕
と
と

も
に
あ
が
る
。

市
人
権
課
　
　
　
℡
○22
２
２
２
９

鴨
島
町
で
は
、
以
前
か
ら
ほ
う

れ
ん
草
が
多
く
栽
培
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
冬
だ
け
し
か
栽
培
す
る

こ
と
が
で
き
ず
、
夏
期
で
も
栽
培

で
き
る
菜
も
の
の
導
入
が
検
討
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
近
年
の
農
業
者
の
高
齢

化
、
担
い
手
不
足
の
状
況
の
中
、

高
齢
者
や
女
性
で
も
比
較
的
栽
培

し
や
す
い
作
物
の
模
索
が
行
わ
れ

て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら

の
要
件
を
満
た
す
品
目

と
し
て
、
近
年
小
松
菜

の
導
入
が
積
極
的
に
進

み
、
現
在
で
は
鴨
島
町

で
約
６０
戸
の
農
家
に
よ

っ
て
約
　
ha
で
栽
培
さ

れ
、
約
３
０
０
ｔ
が
生

産
さ
れ
て
い
ま
す
。
な

お
、
県
内
で
は
第
３
番

目
の
産
地
で
、
主
に
関

西
の
市
場
に
出
荷
さ
れ

て
い
ま
す
。

小
松
菜
の
特
徴
と
し

て
、
特
に
夏
期
に
は
１

晩
で
２
㎝
も
伸
び
る
ほ

ど
成
長
が
早
く
、
通
年

栽
培
が
で
き
る
た
め
、

連
作
が
可
能
と
い
う
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
、
実
質
的
な

栽
培
面
積
は
２
倍
に
も

犬伏
いぬぶし

司
つかさ

問
い
合
わ
せ

鴨
島
町 

生育中の小松菜

問
い
合
わ
せ

５.５



2006年（平成18年）５月10日

広報よしのがわ9

情
報
広
場 

支
給
対
象
年
齢
が
、
こ
れ
ま
で

の
小
学
校
３
年
生
（
９
歳
到
達
後

最
初
の
年
度
末
）
か
ら
小
学
校
６

年
生
（
１２
歳
到
達
後
最
初
の
年
度

末
）
ま
で
拡
大
さ
れ
、
所
得
制
限

が
緩
和
さ
れ
ま
し
た
。

制
度
の
改
正
に
伴
い
、
児
童
の

年
齢
や
児
童
手
当
の
受
給
の
有
無

に
よ
り
、
手
続
き
が
必
要
な
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
次
の
表
を
参

考
に
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

お
知
ら
せ 

児
童
手
当
制
度
が
拡
充

さ
れ
ま
し
た
！

な
お
、
今
回
の
改
正
に
伴
う
請

求
（
認
定
請
求
・
額
改
定
認
定
請

求
）
は
、
９
月
３０
日
ま
で
に
受
け

付
け
た
も
の
に
限
り
、
特
例
的
に

４
月
１
日
（
ま
た
は
支
給
要
件
に

該
当
し
た
日
）
に
さ
か
の
ぼ
っ
て

支
給
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
所
得
制
限
に
よ
り

児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
な
か

っ
た
保
護
者
の
皆
さ
ん
へ

所
得
制
限
の
緩
和
に
よ
り
、
こ

れ
ま
で
受
給
対
象
外
と
な
っ
て
い

た
方
で
も
、
受
給
で
き
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
場
合
に
つ
い
て

も
新
た
に
認
定
請
求
の
手
続
き
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

新
た
な
所
得
制
限
額
な
ど
に
つ

い
て
は
、
子
育
て
支
援
課
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
公
務
員
の
方
は
、
勤
務

先
で
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

手
続
き
場
所

子
育
て
支
援
課（
川
島
庁
舎
１
階
）

ま
た
は
支
所
地
域
課
（
鴨
島
・
山

川
・
美
郷
）

市
子
育
て
支
援
課
児
童
母
子
福
祉
係

℡
○25
６
６
１
４
　

区分 児童手当の
受給の有無 受給手続き

額改定認定請求が必要

認定請求が必要

手続き不要

認定請求が必要

あり

なし

あり

なし

平成18年度に５年生
または６年生（平成６
年４月２日～平成８
年４月１日生まれ）
の児童がいる保護者

平成18年度に４年
生（平成８年４月２
日～平成９年４月
１日生まれ）の児童
がいる保護者

問
い
合
わ
せ

外
国
人
登
録
申
請
は
市

民
生
活
課
で

問
い
合
わ
せ

５
月
は
固
定
資
産
税
と

軽
自
動
車
税
の
納
付
月

５
月
は
固
定
資
産
税
（
第
１
期
）

と
軽
自
動
車
税
（
全
期
）
の
納
付

月
で
す
。

納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

納
期
限
　
　
　
　
５
月
３１
日
（水）

市
税
務
課

℡
○22
２
２
１
５

外
国
人
登
録
申
請
は
、
支
所
地

域
課
（
川
島
・
山
川
・
美
郷
）
で

も
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
５
月
１

日
か
ら
市
民
生
活
課
（
市
役
所
１

階
）
の
み
で
申
請
受
付
を
行
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
登
録
原
票
記
載
事
項
証

明
書
は
従
来
通
り
支
所
地
域
課

（
川
島
・
山
川
・
美
郷
）
で
も
交
付

で
き
ま
す
。

市
市
民
生
活
課

℡
○22
２
２
１
０

問
い
合
わ
せ

標
準
小
作
料
に
つ
い
て

農
地
の
賃
貸
借
権
設
定
に
係
る

小
作
料
の
額
は
、
農
地
法
第
２３
条

第
２
項
の
規
定
に
よ
っ
て
、
農
業

委
員
会
が
小
作
料
の
標
準
額
を
定

め
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
そ
れ

に
比
準
し
て
当
事
者
間
で
小
作
料

の
額
を
決
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

農
業
委
員
会
が
次
の
区
分
に
従

っ
て
標
準
小
作
料
を
設
定
し
て
い

ま
す
が
、
本
年
は
そ
の
金
額
の
改

訂
の
年
で
す
。
農
業
委
員
会
で
次

の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
の
で
、

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

市
農
業
委
員
会
事
務
局

℡
○22
２
２
２
７

問
い
合
わ
せ

農　地　の　区　分 小作料の標準額
（10ａ当たり）

田　（平地農村地帯） 19,000円

11,000円

7,000円

18,000円

10,000円

参考小作料の額
（10ａ当たり）

備　　 考
（10ａ当たり）

平 年 収 量　　 510kg

〃　　　　　470kg

〃　　　　　450kg

大 根 収 量　　4,500kg

大 根 収 量　　4,300kg

洋人参収量　　2,400kg30,000円

田　（その他の地帯）

田　（山間地帯）

畑　Ａ地区

畑　Ｂ地区

畑　全　域

（平成18年４月１日から適用）

●
Ａ
地
区
…
鴨
島
町
の
全
域

●
Ｂ
地
区
…
川
島
町
・
山
川
町
・

美
郷
地
区
の
全
域

農
業
委
員
会
だ
よ
り
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環
境
衛
生 

公
民
館
は
、
地
域
住
民
の
皆
さ

ん
が
利
用
す
る
社
会
教
育
施
設
で

す
。
市
内
一
円
で
公
平
に
運
営
す

る
た
め
、
平
成
１８
年
度
か
ら
使
用

料
規
定
を
改
正
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
は
社
会
教
育
関
係
団

体
が
使
用
す
る
場
合
に
も
使
用
料

を
軽
減
免
除
し
て
い
ま
し
た
が
、

今
回
の
改
正
で
半
額
の
使
用
料
を

納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
な
お
、
公
共
的
業
務
に
利

用
し
、ま
た
公
益
に
資
す
る
場
合
、

公
民
館
使
用
料
規
定
を
改
正

お
題

「
月
」

詠
進
歌
の
詠
進
要
領

・
自
作
の
短
歌
で
一
人
一
首
、
未

発
表
の
も
の
に
限
る
。

・
書
式
は
、半
紙
を
横
長
に
用
い
、

右
半
分
に
お
題
と
短
歌
、
左
半
分

に
郵
便
番
号
、
住
所
、
電
話
番
号
、

氏
名
（
ふ
り
が
な
つ
き
）、
生
年

月
日
、
職
業
を
、
縦
書
き
、
毛
筆

で
自
書
す
る
こ
と
。

・
病
気
ま
た
は
身
体
障
害
の
た
め

毛
筆
で
自
書
で
き
な
い
場
合
は
、

代
筆
、
ま
た
は
ワ
ー
プ
ロ
や
パ
ソ

コ
ン
を
利
用
し
て
印
字
し
、
理
由

を
別
紙
に
書
い
て
添
え
て
く
だ
さ

平
成
１９
年
歌
会
始
の
お
題
お
よ
び

詠
進
歌
の
詠
進
要
領

市
（
教
育
委
員
会
・
公
民
館
）
が

主
催
・
共
催
す
る
場
合
の
使
用
料

は
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
全
額
免

除
に
な
り
ま
す
。

各
公
民
館
の
使
用
料
、
使
用
許

可
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
生
涯

学
習
課
（
山
川
庁
舎
１
階
）、
ま

た
は
各
公
民
館
窓
口
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

市
生
涯
学
習
課
℡
○42
４
１
１
５

問
い
合
わ
せ

い
。
視
覚
障
害
の
方
は
点
字
の
使

用
が
で
き
ま
す
。

期
間

９
月
３０
日
（土）
ま
で
（
当
日

消
印
有
効
）

あ
て
先

〒
１
０
０
―

８
１
１
１

宮
内
庁
「
詠
進
歌
」宮

内
庁
式
部
職

あ
て
に
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏

名
を
書
き
、
返
信
用
切
手
を
は
っ

た
封
筒
を
添
え
て
、
９
月
２０
日
ま

で
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
宮
内
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
参
照
く
だ
さ
い
。

h
ttp
://w
w
w
.ku
n
a
ich
o
.g
o
.jp
/

1
2
/d
1
2
-0
8
.h
tm
l

問
い
合
わ
せ

ご
み
を
資
源
に

電
気
式
生
ご
み
処
理
機

購
入
に
補
助

た
だ
捨
て
る
だ
け
の
生
ご
み

が
、
堆た
い

肥ひ

と
い
う
資
源
に
生
ま
れ

変
わ
り
ま
す
。

吉
野
川
市
で
は
ご
み
の
減
量
化

を
推
進
す
る
た
め
、
市
内
の
店
舗

等
で
電
気
式
生
ご
み
処
理
機
を
購

入
す
る
世
帯
に
、
３
万
円
を
限
度

と
し
て
購
入
価
格
の
２
分
の
１
以

内
を
予
算
の
範
囲
で
補
助
し
ま

す
。

①
補
助
金
交
付
申
請

購
入
す
る
処
理
機
の
機
種
と
予

定
購
入
先
を
決
め
、
申
請
書
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
環
境
衛
生

課
（
市
役
所
２
階
）
ま
た
は
支
所

地
域
課
（
川
島
・
山
川
・
美
郷
）

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

②
決
定
通
知
を
受
け
取
る

「
申
請
書
」
の
審
査
後
、
申
請

者
に
「
決
定
通
知
書
」
と
「
補
助

金
請
求
書
」
を
送
り
ま
す
。

③
処
理
機
を
購
入
し
補
助
金
請
求

「
決
定
通
知
書
」
を
受
け
取
っ

て
か
ら
処
理
機
を
購
入
し
て
く
だ

さ
い
。「
補
助
金
請
求
書
」に
領
収
書

と
保
証
書
の
写
し
を
添
付
し
、
環

境
衛
生
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

④
補
助
金
の
受
け
取
り

補
助
金
は
、
指
定
し
た
銀
行
等

の
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。（
郵

便
局
不
可
）

○
処
理
機
の
機
種
・
メ
ー
カ
ー
は

特
に
指
定
し
ま
せ
ん
が
、
家
庭
用

の
微
生
物
分
解
方
式
か
乾
燥
方
式

に
よ
っ
て
生
ご
み
を
減
量
す
る
電

気
式
生
ご
み
処
理
機
に
限
定
し
ま

す
。

○
補
助
は
１
世
帯
に
つ
き
１
台
限

り
で
す
。（
過
去
に
補
助
金
を
受

け
た
世
帯
は
申
請
で
き
ま
せ
ん
）

○
市
内
在
住
で
あ
る
こ
と
と
、
家

庭
で
使
用
す
る
こ
と
。

○
吉
野
川
市
内
の
店
舗
等
で
の
購

入
に
限
り
ま
す
。

市
環
境
衛
生
課
℡
○22
２
２
３
０

問
い
合
わ
せ

申
請
の
手
順

注
意
事
項

浄
化
槽
設
置
の
補
助

制
度
に
つ
い
て

生
活
雑
排
水
（
台
所
・
洗
濯
・

風
呂
な
ど
か
ら
出
る
汚
れ
た
水
）

に
よ
る
河
川
な
ど
の
水
質
汚
濁
防

止
を
図
り
、
快
適
で
住
み
よ
い
生

活
環
境
を
つ
く
る
た
め
、
合
併
処

理
浄
化
槽
（
生
活
雑
排
水
と
、
し

尿
を
併
せ
て
処
理
す
る
浄
化
槽
）

を
設
置
す
る
家
庭
に
対
し
、
予
算

の
範
囲
で
補
助
し
ま
す
。

補
助
金
の
申
請
は
、
環
境
衛
生

課
（
市
役
所
２
階
）
ま
た
は
支
所

地
域
課
（
川
島
・
山
川
・
美
郷
）

で
受
け
付
け
て
い
ま
す
が
、
浄
化

槽
の
設
置
は
保
健
所
へ
の
届
け
出

等
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
浄

化
槽
工
事
の
施
工
業
者
と
ご
相
談

の
上
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
本
年
度
は
年
内
に
申
請

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

市
環
境
衛
生
課
℡
○22
２
２
３
０

問
い
合
わ
せ
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吉
野
川
市
で
は
、
平
成
１８
年
度

の
成
人
式
を
中
心
に
な
っ
て
企

画
・
運
営
す
る
実
行
委
員
を
募
集

し
ま
す
。

新
成
人
の
代
表
と
し
て
、
成
人

式
実
行
委
員
に
な
っ
て
み
よ
う
と

思
わ
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

募
集
人
員

１０
人
程
度

対
象
者

昭
和
６１
年
４
月
２
日
〜

昭
和
６２
年
４
月
１
日
生
ま
れ
で
、

成
人
式
実
行
委
員
会
の
会
議
（
５

回
程
度
開
催
予
定
）
に
参
加
で
き

る
方

市
生
涯
学
習
課
℡
○42
４
１
１
５

募
集 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

成人式実行委員会委員募集

江
川
・
森
藤
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
農
園
で
は
、
次
の
と
お
り
利
用

者
を
募
集
し
ま
す
。
希
望
さ
れ
る

方
は
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

希
望
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な

り
ま
す
。

募
集
区
画
数

江
川
　
１
区
画
（
１
区
画
２０
㎡
・

約
６
坪
）

森
藤
　
６
区
画
（
１
区
画
２５
㎡
・

約
７
坪
）

所
在
地

江
川
　
鴨
島
町
西
麻
植
字
江
川
１

８
１
番
地
３

森
藤
　
鴨
島
町
森
藤
字
桑
田
７
８

７
番
地
１

利
用
期
間

平
成
１８
年
６
月
１
日

（木）
〜
平
成
１９
年
３
月
３１
日
（土）

利
用
料
金

２
５
０
０
円

農
機
具
等

主
な
農
機
具
の
無
償

貸
与
（
管
理
機
、
噴
霧
器
等
）

申
込
期
間

５
月
２２
日
（月）
〜
２６
日
（金）

市
農
業
振
興
課
℡
○22
２
２
２
８

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
農
園

利
用
者
募
集

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
講
座
の
講
座
生
募
集

多
く
の
方
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

講
座
内
容

（

）
内
は
定
員

●
よ
ち
よ
ち
ひ
ろ
ば
（
市
内
在
住

の
乳
幼
児
と
保
護
者
１
０
０
組
）

リ
ズ
ム
体
操
、
工
作
、
紙
芝
居

な
ど
を
行
い
ま
す
。

●
い
き
い
き
講
座
（
鴨
島
町
在
住

の
方
５０
人
）

絵
手
紙
、
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ

メ
ン
ト
、
薬
草
・
薬
膳
に
つ
い
て

学
習
し
ま
す
。

●
健
康
体
操
講
座
（
川
島
町
在
住

の
方
５０
人
）

日
ご
ろ
の
ス
ト
レ
ス
解
消
、
健

康
維
持
増
進
を
目
的
と
し
て
、
生

活
習
慣
病
予
防
の
た
め
の
運
動
を

学
習
し
ま
す
。

●
い
っ
し
ょ
に
あ
そ
ぼ
（
市
内
在

住
の
乳
幼
児
と
保
護
者
４０
組
）

就
学
前
の
乳
幼
児
を
対
象
に
読

み
聞
か
せ
や
ゲ
ー
ム
等
を
行
い
ま

す
。

●
ド
キ
ド
キ
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室

（
川
島
町
在
住
の
方
５０
人
）

世
代
間
交
流
を
中
心
に
子
ど
も

た
ち
と
一
緒
に
工
作
や
料
理
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
も
の
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
ま
す
。

●
地
域
学
習
講
座
（
山
川
町
在
住

の
方
７０
人
）

地
域
の
歴
史
と
文
化
に
ふ
れ
る

と
と
も
に
、
地
域
の
課
題
に
も
積

極
的
に
取
り
組
む
。
講
演
会
、
現

地
研
修
会
な
ど
を
行
い
ま
す
。

●
い
き
い
き
生
活
講
座
（
山
川
町

在
住
の
方
８０
人
）

健
や
か
で
、
ゆ
と
り
あ
る
、
い

き
い
き
と
し
た
生
活
を
お
く
る
こ

と
を
め
ざ
し
、
自
ら
の
教
養
を
高

め
る
学
習
や
実
践
活
動
に
取
り
組

み
ま
す
。
講
演
会
、
講
習
会
、
現

地
研
修
会
な
ど
を
行
い
ま
す
。

●
美
郷
生
涯
学
習
講
座
（
美
郷
地

区
在
住
の
方
３０
人
）

「
生
涯
学
習
講
座
で
見
つ
け
よ

う
自
分
の
力
・
可
能
性
、
広
げ
よ

う
世
代
を
越
え
た
交
流
の
輪
」
を

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
す
。

申
込
方
法

鴨
島
公
民
館
、
川
島

公
民
館
、
山
川
公
民
館
、
ふ
る
さ

と
セ
ン
タ
ー
に
備
え
付
け
て
あ
る

申
込
用
紙
に
記
入
の
上
、
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間

５
月
２２
日
（月）
〜
２６
日
（金）
午
後
５
時

ま
で

※
定
員
を
超
え
た
場
合
に
は
抽
選

に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

※
講
座
内
容
に
つ
い
て
は
、
各
講

座
の
会
場
と
な
る
公
民
館
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
講
座
ご
と
に
開
講
式
を
行
い
ま

す
。

市
生
涯
学
習
課
℡
○42
４
１
１
５

鴨
島
公
民
館
　
℡
○24
５
１
１
１

川
島
公
民
館
　
℡
○25
２
１
８
０

山
川
公
民
館
　
℡
○42
５
５
８
２

ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
℡
○43
２
８
１
１

自
動
車
税
は
納
期
内
に

自
動
車
税
の
納
期
限
は
５
月

３１
日
（水）
で
す
。
納
期
内
に
納
め

て
く
だ
さ
い
。

領
収
証
書
に
添
付
さ
れ
て
い

る
納
税
証
明
書
は
車
検
の
際
に

必
要
で
す
。
大
切
に
保
管
し
て

く
だ
さ
い
。

徳
島
県
自
動
車
税
事
務
所

℡
０
８
８（
６
４
１
）２
３
２
３

鴨
島
教
室
〔
鴨
島
公
民
館
ほ
か
〕

川
島
教
室
〔
川
島
公
民
館
ほ
か
〕

山
川
教
室
〔
山
川
公
民
館
ほ
か
〕

美
郷
教
室

〔
美
郷
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
ほ
か
〕

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

徳
島
県
か
ら
の
お
知
ら
せ
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※
（

）
内
は
定
員
・
回
数
ま

た
は
開
催
日

●
地
域
の
歴
史
教
室
（
４０
人
・

７
回
）
地
域
や
忌
部
の
歴
史
を

学
ぶ

●
健
康
体
操
教
室
（
５０
人
・
５

回
）

軽
い
運
動
で
健
康
づ
く
り

●
趣
味
の
園
芸
教
室
（
３０
人
・

５
回
）
草
花
の
育
て
方
な
ど

●
菊
作
り
教
室
（
５０
人
・

１２
回
）

菊
の
鴨
島
！

皆
で
菊
作

り
を
習
お
う

初
心
者
歓
迎
！

●
く
ら
し
に
役
立
つ
教
室

（
５０
人
・
６
回
）
く
ら
し

の
中
の
知
識
や
ヒ
ン
ト
、

防
災
・
減
災

●
初
級
英
会
話
教
室
（
初

心
者
２０
人
・
毎
週
水
曜

日
）
旅
行
好
き
の
方
、
ご

夫
婦
で
の
参
加
大
歓
迎
！

●
料
理
教
室
（
３０
人
・
３

回
）
男
性
の
方
も
楽
し
く

お
料
理

●
書
道
教
室
（
２０
人
・
第

２
、
第
４
月
曜
日
）
か
な
書
道

※
教
育
委
員
会
主
催
の
教
室
は
、

前
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

申
込
受
付

５
月
２２
日
（月）
〜
６
月

４
日
（日）
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５

時
３０
分
（
火
曜
日
を
除
く
）

※
菊
作
り
教
室
の
み
５
月
３１
日
（水）

ま
で
の
受
け
付
け
で
す
。

※
先
着
順
に
決
定
し
ま
す

受
付
場
所

鴨
島
公
民
館
（
電

話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
郵
便
で
の
申
し
込

み
は
で
き
ま
せ
ん
。
本
人
ま
た
は

代
理
人
が
直
接
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。）

受
講
料

無
料
。
た
だ
し
実
習

材
料
費
等
は
個
人
負
担
で
す
。

受
講
資
格

鴨
島
町
在
住
の
方
、

鴨
島
町
内
の
職
場
に
勤
務
す
る

方
に
限
り
ま
す
。

鴨
島
公
民
館
１
階
ロ
ビ
ー
に

ミ
ニ
展
示
場
を
作
り
ま
し
た
。

作
品
の
展
示
を
希
望
さ
れ
る
方

は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
無
料
で

展
示
で
き
ま
す
。（
２
週
間
以

内
）

地
元
の
歴
史
に
こ
ん
な
魅
力
が

麻
植
郡

こ
お
り

編

と
き

５
月
２０
日
（土）

午
後
１
時
３０
分
〜

３
時
３０
分

と
こ
ろ

鴨
島
公
民
館
大
ホ
ー

ル講
師

林
博
章
さ
ん

対
象

中
学
生
以
上

受
講
料

無
料

主
催

鴨
島
公
民
館

鴨
島
公
民
館

℡
○24
５
１
１
１

鴨
島
町
生
涯
学
習
教

室
受
講
生
募
集

（
鴨
島
公
民
館
主
催
）

対
象

小
学
校
３
年
生
〜
高
等
学

校
３
年
生

内
容

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、
文
化
交
流
、
野
外
活
動
、

無
人
島
キ
ャ
ン
プ
な
ど

派
遣
先

ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
サ
イ
パ
ン
、

フ
ィ
ジ
ー
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど

申
込
締
切
　

●
６
月
９
日
（金）

サ
イ
パ
ン
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

（
ス
ク
ー
ル
体
験
）、
フ
ィ
ジ
ー
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
（
ジ
ュ
ニ
ア
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
）

●
６
月
２０
日
（火）

右
記
以
外
の
事
業

参
加
費

１４
万
５
０
０
０
円
〜
４７

万
８
０
０
０
円（
共
通
経
費
別
途
）

〒
１
６
０
―

０
０
０
４

東
京
都
新
宿
区
四
谷
２
―

１１

大

村
ビ
ル
３
階

（
財
）国
際
青
少
年
研
修
協
会

℡
０
３
（
３
３
５
９
）
８
４
２
１

FAX
０
３
（
３
３
５
４
）
２
２
０
７

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp
://w
w
w
.kskk.o

r.jp
Ｅ
メ
ー
ル
　In

fo
@
kskk.o

r.jp
小
学
生
か
ら
高
校
生
の

た
め
の
夏
休
み
海
外
派

遣
参
加
者
募
集

対
象
者

母
子
家
庭
の
母
お
よ
び

寡
婦
な
ど

講
習
期
間

６
月
２５
日
（日）
〜
１０
月

２９
日
（日）

開
催
場
所

徳
島
県
立
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
２
階
（
徳
島
市
中
昭
和

町
１
丁
目
２
番
地
）

定
員

２０
人

申
込
締
切

６
月
５
日
（月）

受
講
料

無
料
（
テ
キ
ス
ト
は
自

己
負
担
）

内
容

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
（
２
級

課
程
）
の
資
格
を
取
得
す
る
た
め

の
講
習
。学
科
は
主
に
通
信
研
修
。

ま
た
期
間
中
に
演
習
８
日
間
・
実

習
４
日
間
を
予
定
。

（
財
）
徳
島
県
母
子
寡
婦
福
祉
連

合
会

℡
０
８
８
（
６
５
４
）
７
４
１
８

平
成
１８
年
度
就
業
支
援
講

習
【
訪
問
介
護
員
養
成
研

修
2
級
課
程
】

ミ
ニ
展
示
場
を
開
設

講
演
会
の
ご
案
内

問
い
合
わ
せ
・
資
料
請
求

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ



対
象
者

職
業
相
談
希
望
の
方

内
容

県
内
求
人
情
報
の
提
供
と

職
業
相
談
、
職
業
に
つ
い
て
の
知

識
や
就
職
の
心
構
え
に
つ
い
て
指

導※
雇
用
保
険
の
受
付
は
行
い
ま
せ

ん
。

【
山
川
】

と
き

５
月
１５
日
（月）
・
２２
日
（月）
・

２９
日
（月）
、
６
月
５
日
（月）
・
１２
日

（月）
・
１９
日
（月）
・
２６
日
（月）

午
前
９

時
３０
分
〜
１１
時
３０
分

と
こ
ろ

八
坂
会
館

【
川
島
】

と
き

５
月
１０
日
（水）
、
６
月
１４
日

（水）

午
後
１
時
３０
分
〜
２
時
３０
分

と
こ
ろ

こ
だ
ま
会
館

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
吉
野
川

℡
○24
２
１
６
６
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身
体
障
害
者
巡
回
相
談

鴨
島
保
健
所
は
、
平
成
１８
年
４

月
１
日
か
ら
「
吉
野
川
保
健
所
」

に
名
称
が
変
わ
り
ま
し
た
。

保
健
所
で
は
、
相
談
な
ど
の
業

務
を
、
年
間
を
通
じ
て
行
っ
て
い

ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
一
般
健
康
診
断
、
Ｃ
型
肝
炎
検

査
、
Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ
―

１
陽
性
献
血
者

相
談
、
禁
煙
・
ア
ル
コ
ー
ル
相
談

（
予
約
制
）

毎
月
第
１
、
第
３
水
曜
日

午
前
９
時
〜
１１
時

◆
腸
内
細
菌
検
査
（
検
便
）

毎
月
第
１
、
第
３
月
曜
日

午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分

◆
エ
イ
ズ
相
談
・
検
査

毎
月
第
１
、
第
３
水
曜
日

午
前
１１
時
３０
分
〜
午
後
０
時
３０
分

◆
骨
髄
バ
ン
ク
登
録
窓
口
（
予
約

制
）

毎
月
第
１
、
第
３
水
曜
日

午
前
１１
時
〜
正
午

◆
親
と
子
の
心
の
健
康
相
談
（
小

児
科
医
、
心
理
相
談
員
に
よ
る
相

談
　
予
約
制
）

毎
月
第
４
水
曜
日

午
後
１
時
〜
３
時

◆
女
性
の
た
め
の
健
康
相
談
（
予

約
制
）

毎
月
第
３
木
曜
日

相
談 

巡
回
職
業
相
談

問
い
合
わ
せ

保
健
所
の
行
う
相
談

催
し 

障
害
者
の
状
況
や
遠
隔
地
な
ど

の
理
由
で
、
障
害
者
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー
に
通
所
で
き
な
い
方
を
対

象
に
、
巡
回
相
談
を
行
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

と
き

６
月
１５
日
（木）

午
後
２
時
〜
３
時
（
受
付
）

と
こ
ろ

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー

（
鴨
島
町
鴨
島
６
９
６
番
地
１４
）

相
談
科
目

整
形
外
科

相
談
内
容

身
体
障
害
者
の
補
装

具
（
義
足
・
車
い
す
等
）
の
給
付
、

施
設
の
情
報
、
身
体
障
害
者
に
関

す
る
諸
制
度
、
こ
の
ほ
か
生
活
全

般
で
困
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
。

● 

● 

● 

ハ
ッ
ピ
ー
鴨
島 

セントラル 
ホテル 

吉
野
川
市 

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー 

吉
野
川
市 

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー 

JR鴨島駅 

阿波銀行 
鴨島センター 
阿波銀行 
鴨島センター 

江川
 大

志
橋 

Ｎ 

6
月
1
日
は
「
人
権
擁

護
委
員
の
日
」
で
す

「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
の
６

月
１
日
に
は
、
市
内
２
カ
所
に
人

権
相
談
所
を
開
設
し
、
人
権
に
関

す
る
悩
み
ご
と
を
は
じ
め
、
生
活

の
中
の
あ
ら
ゆ
る
悩
み
ご
と
の
相

談
に
応
じ
ま
す
。
ひ
と
り
で
悩
ま

ず
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
構
い
ま
せ

ん
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
堅
く

守
ら
れ
ま
す
。

と
き

６
月
１
日
（木）

午
後
１
時
３０
分
〜
４
時

と
こ
ろ

①
飯
尾
敷
地
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
②
川
島
庁
舎
会
議
室

人
権
擁
護
委
員
は
、
皆
さ
ん
の

人
権
が
侵
害
さ
れ
て
い
な
い
か
常

に
見
守
り
、
ま
た
人
権
を
侵
害
さ

れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
場
合
は
、
相

談
等
に
よ
る
適
切
な
ケ
ア
を
す
る

な
ど
、
地
域
に
根
ざ
し
た
人
権
啓

発
活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て
い

る
、
皆
さ
ん
の
一
番
身
近
な
相
談

相
手
で
す
。

市
人
権
課

℡
○22
２
２
２
９

と
き

５
月
２８
日
（日）
午
後
１
時

と
こ
ろ

Ｊ
Ｒ
鴨
島
駅
前
銀
座
通

り
日
曜
広
場

出
演

ラ
ン
チ
（
フ
ォ
ー
ク
グ

ル
ー
プ
）、
ハ
プ
ニ
ン
グ
エ
イ
ト

（
ロ
ッ
ク
グ
ル
ー
プ
）

※
雨
天
決
行

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

正
午

★
出
店
募
集
中
！
（
無
料
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp
://w
w
w
.tcu
.o
r.jp
/ka
m
o

jim
a
/m
a
ch
ico
n
/

ま
ち
か
ど
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員

会
　
　
℡
○24
３
７
２
５
（
鎌
田
）

連
絡
先

第
８４
回

ま
ち
か
ど
コ
ン
サ
ー
ト

問
い
合
わ
せ

申
込
方
法

予
約
制
の
た
め
、
６

月
６
日
（火）
ま
で
に
介
護
障
害
課

（
川
島
庁
舎
１
階
）
に
電
話
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

相
談
料

無
料

市
介
護
障
害
課
障
害
福
祉
係

℡
○25
６
６
１
３

午
後
１
時
３０
分
か
ら
受
け
付
け

◆
断
酒
会
例
会

毎
月
第
２
、
第
４
火
曜
日

午
後
６
時
〜
８
時

※
吉
野
川
保
健
所
は
敷
地
内
禁
煙

で
す
。ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

吉
野
川
保
健
所
℡
○24
１
１
１
４

問
い
合
わ
せ

人
権
相
談
所
開
設

問
い
合
わ
せ
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と
き

５
月
１３
日
（土）
午
前
１０
時
〜

午
後
４
時

と
こ
ろ

吉
野
川
市
山
川
町
船
窪

つ
つ
じ
公
園
内

内
容
　
神
代
御
宝
踊
り
（
県
指
定

無
形
文
化
財
）
の
披
露
／
フ
ォ

ト
＆
こ
ど
も
絵
画
コ
ン
テ
ス
ト
、

模
擬
店
な
ど

駐
車
場

ツ
ツ
ジ
開
花
期
間
中
、

混
雑
が
予
想
さ
れ
る
日
に
つ
い
て

は
臨
時
駐
車
場
（
有
料
）
を
設
置

し
ま
す
。

◆
５
月
１３
日
（土）
・
２０
日
（土）
・
２１
日

（日）
（
料
金
　
車
５
０
０
円
、
バ
イ

ク
１
０
０
円
、バ
ス
２
０
０
０
円
）

国
の
天
然
記
念
物
で
あ
る
「
船

窪
の
オ
ン
ツ
ツ
ジ
」
の
環
境
保
全

と
観
光
客
の
皆
さ
ま
の
安
全
確
保

の
た
め
、
駐
車
料
金
の
ご
負
担
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
５
月
１４
日
（日）
に
は
、
高
越
寺
で

「
錫
し
ゃ
く

杖
じ
ょ
う

祭さ
い

」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

参
拝
者
の
方
々
に
迷
惑
が
か
か
ら

な
い
よ
う
、
往
来
に
は
十
分
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

山
川
町
商
工
会
内
（
山
川
つ
つ
じ

祭
り
実
行
委
員
会
事
務
局
）

℡
○42
５
６
４
２

問
い
合
わ
せ

船
窪
つ
つ
じ
公
園
お
よ
び
山
川

つ
つ
じ
祭
り
の
模
様
を
題
材
と

し
、
平
成
１８
年
に
撮
影
し
た
作
品

で
未
発
表
の
も
の
／
カ
ラ
ー
プ
リ

ン
ト
四
つ
切
り
サ
イ
ズ
ま
た
は
ワ

イ
ド
四
つ
切
り
サ
イ
ズ
／
デ
ジ
タ

ル
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
た
作
品
も
可

能
（
た
だ
し
合
成
な
ど
加
工
作
品

は
不
可
）
／
応
募
資
格
は
ア
マ
チ

ュ
ア
に
限
る

山
川
つ
つ
じ
祭
り

フ
ォ
ト
＆
こ
ど
も
絵
画
コ
ン
テ
ス
ト

応
募
規
定

フ
ォ
ト

コ
ン
テ
ス
ト

※
優
秀
作
品
に
つ
い
て
は
、
ポ
ス

タ
ー
な
ど
に
利
用
す
る
た
め
ネ
ガ

ま
た
は
ポ
ジ
の
原
板
、
デ
ジ
タ
ル

カ
メ
ラ
で
撮
影
し
た
作
品
は
デ
ー

タ
の
提
出
を
お
願
い
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

つ
つ
じ
公
園
お
よ
び
山
川
つ
つ

じ
祭
り
の
模
様
を
題
材
と
し
、
平

成
１８
年
に
描
写
し
た
作
品
で
未
発

表
の
も
の
／
四
つ
切
り
サ
イ
ズ

（
画
法
は
自
由
）
／
応
募
資
格
は

中
学
生
以
下
の
児
童
・
生
徒
作
品

に
限
る

応
募
の
注
意

○
応
募
作
品
の
被
写
体
の
肖
像
権

等
に
関
し
て
、
万
一
問
題
が
発
生

し
た
場
合
、
主
催
者
は
一
切
の
責

任
を
負
い
ま
せ
ん
。

○
版
権
、
使
用
権
は
主
催
者
に
帰

属
し
ま
す
。

○
応
募
者
の
個
人
情
報
は
、
本
コ

ン
テ
ス
ト
の
目
的
以
外
に
は
使
用

し
ま
せ
ん
。

○
応
募
作
品
の
裏
面
に
セ
ロ
ハ
ン

テ
ー
プ
で
応
募
票
を
は
り
つ
け
て

く
だ
さ
い
。

●
応
募
締
切

６
月
１４
日
（水）
必
着

●
賞
区
分

☆
特
選
　
各
１
点

☆
準
特
選
　
各
２
点

☆
佳
作
　
各
若
干
名

☆
㈱
ラ
ボ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
賞
　
１

点
（
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
）

●
発
表

７
月
中
旬
ご
ろ
に
入
賞

者
に
直
接
通
知
し
ま
す
。

〒
７
７
９
―

３
４
０
３

吉
野
川
市
山
川
町
前
川
２
１
６
―

６山
川
町
商
工
会
内
（
山
川
つ
つ
じ

祭
り
実
行
委
員
会
事
務
局
）

℡
○42
５
６
４
２

応
募
規
定

船窪つつじ公園

子
ど
も
は
川
で
育
て
な
さ
い
！

吉
野
川
ま
る
あ
そ
び

雄
大
な
自
然
と
川
文
化
が
残
る

吉
野
川
で
「
川
本
来
の
遊
び
」
を

体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

ゲ
ス
ト

野
田
知
佑
さ
ん
（
カ
ヌ

ー
イ
ス
ト
）
ほ
か

と
き

５
月
２０
日
（土）
正
午
〜
２１
日

（日）
午
後
１
時

と
こ
ろ

吉
野
川
市
川
島
町
善
入

寺
島

内
容

２０
日
　
初
心
者
カ
ヌ
ー
体
験

２１
日
　
カ
ヌ
ー
ツ
ー
リ
ン
グ
、
魚

釣
り
教
室
、
雑
魚
と
り
、
河
原
で

の
作
品
作
り
、
野の

点だ
て

、
ア
ウ
ト
ド

ア
料
理
な
ど

対
象
者

自
己
責
任
で
楽
し
め
る

方
（
年
齢
制
限
な
し
）

定
員

３
０
０
人

参
加
費

大
人
１
０
０
０
円
、小
・

中
・
高
校
生
５
０
０
円
（
保
険
料

を
含
む
）

※
カ
ヌ
ー
ツ
ー
リ
ン
グ
参
加
の
方

は
一
人
１
０
０
０
円（
自
艇
で
参
加

の
場
合
は
５
０
０
円
）
別
途
必
要
。

持
参
す
る
も
の

テ
ン
ト
、寝
袋
、

食
料
、
遊
び
道
具
な
ど
。

申
込
方
法

当
日
現
地
で
受
付

主
催

吉
野
川
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
実

行
委
員
会

後
援

吉
野
川
市
、
吉
野
川
市
教

育
委
員
会

〒
７
７
０
―

０
８
０
８

徳
島
市
南
前
川
町
４
―

３
―

２
０
１

吉
野
川
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
実
行
委
員

会
事
務
局
（
川
の
学
校
　
小
畠
）

℡
０
９
０（
８
２
８
３
）４
３
４
９

連
絡
先
・
問
い
合
わ
せ

山
川
つ
つ
じ
祭
り

こ
ど
も
絵
画

コ
ン
テ
ス
ト

←池田

←池田

徳島→

徳島→

Ｒ
３
１
８
阿
波
中
央
橋

ガ
ソ
リ
ン

ス
タ
ン
ド

県道12号

R192
●川島城

吉野川署
JR阿波川島駅

＊JR阿波川島駅より
　会場まで徒歩20分

○○

県道2号

吉野川

鴨島町
川島町

徳島自動車道　土成IC

会場

善入寺島

応
募
先
・
問
い
合
わ
せ



　平成１７年の平均消費者物価変動率がマイナス０.３％となったことから、平成１８年度
の「特例水準の年金額」は、マイナス０.３％引き下げとなります。

　任意で受ける予防接種のうち、表に該当する予防接種の接種費用を市で負担します。
　希望する方は、接種を受ける前に健康推進課（川島庁舎１階）にお申し込みください。
助成対象者
　①　吉野川市に住所を有する方。
　②　市内の任意予防接種実施医療機関で接種を受ける方。
　③　①、②の要件を満たす方で、下表の対象者に該当する方。ただし、それぞれの病気に対応する予防
　　　接種を受けたことがある方、病気にかかったことがある方は、対象となりません。

生後６カ月以上１歳未満の方

生後12カ月以上24カ月未満の方で、風しんにかかったことのある方、または平成
18年3月31日以前に風しん予防接種を受けた方。

生後12カ月以上24カ月未満の方で、麻しんにかかったことのある方、または平成
18年3月31日以前に麻しん予防接種を受けた方。

三種（DPT）混合予防接種の第Ⅰ期の対象者で、百日せきにかかったことのある方

　平成１８年４月から平成１９年３月までの学生納付特例を希望される方は、年金手帳・
印鑑・学生証もしくは在学証明書（平成１８年４月以降証明分）を持参の上、国保年金
課（市役所１階）または支所地域課（川島・山川・美郷）へ申請してください。

徳島北社会保険事務所　　088（652）2800
市国保年金課国民年金係　　　　221322

問い合わせ

国民年金だより
年金受給額が改定されました！

任意予防接種費用の助成

学生納付特例の受け付けが始まっています！学生納付特例の受け付けが始まっています！学生納付特例の受け付けが始まっています！

※平成１８年６月振込分より改定された年金額となります。

国　民　年　金
（満額の場合）

平成18年４月分から

年額（円） 月額（円）

５年年金

障害年金　　（１級）

　　　　　　（２級）

母子年金　（子１人）

　　　　　　　基本

　　　　　　　加算

老齢福祉年金

予防接種の種類 対 象 者

ＢＣＧ

麻しん

風しん

二種（ＤＴ）混合

409,600

990,100

792,100

1,020,000

792,100

227,900

405,800

34,133

82,508

66,008

85,000

66,008

18,992

33,817

老齢基礎年金

障害基礎年金　（１級）

　　　　　　　（２級）

遺族基礎年金（子１人）

　　　　　　　　基本

　　　　　　　　加算

10年年金

792,100

990,100

792,100

1,020,000

792,100

227,900

481,300

66,008

82,508

66,008

85,000

66,008

18,992

40,108

国　民　年　金
（満額の場合）

平成18年４月分から

年額（円） 月額（円）

健 康健 康健 康

問い合わせ　市健康推進課　　25 ６６１５
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各種健診のご案内 
　６月の健診日程をご案内します。平成１８年度最後の健診ですので、必ず健診を受けましょう。 
基本健康診査の受診を希望される方へ 
　平成１７年度に基本健康診査を受診した方と、平成１８年度中に４０・４５・５０・５５・６０・６５・７０歳になる
方に、基本健診受診券（桃色）をお送りしています。その他の方で、受診を希望される方は、受診券をお送
りしますので、健康推進課にお申し込みください。この受診券は、医療機関で基本健康診査を受診する際
にご使用いただく券ですので、紛失しないよう大切に保管してください。 
　集団健診（総合健診）で基本健康診査を受診される方は別途申し込みが必要となりますので、必ず申し込
み期間中にお申し込みください。 

医療機関健診（基本健康診査・歯科検診・子宮がん検診） 

集団健診（総合健診） 

健診項目 

健 診 日 
実施場所 
申込期限 

６月８日（木） 
鴨島公民館 
５月25日（木）まで 

６月16日（金） 
ふるさとセンター（美郷） 
６月２日（金）まで 

受診方法 

基本健康診査 

午前の健診の受付時間 
午前９時～11時 

午後の健診の受付時間 
午後１時～２時 

申し込みされた方に、受診券等をお送りします。 

肝炎ウイルス検査 

子宮がん検診 
成人歯科（歯周疾患）検診 

実施期間／４月11日（火）～６月30日（金）　※診療時間内に受診してください。 
実施場所／市内指定医療機関（広報よしのがわ２月号または個人通知の案内をご参照ください） 

基本健診受診券（桃色）の裏面の問診票に必要事項をご記入の上、受診してください。
受診券が届いていない方、紛失された方は健康推進課にご連絡ください。 

基本健康診査、肝炎ウイルス検査、前立腺がん検診、胃がん検診、大腸がん検診 
※胃がん検診は、申込者が多数の場合、人数制限を設けることがあります。 
子宮がん検診、骨粗しょう症検診（手の骨のレントゲン撮影）、乳がん（マンモグラフィ
併用）・甲状腺検診　　※乳がん・甲状腺検診は１日60人までの人数制限があります。 

受診を希望する方は、健康推進課へお申し込みください。受診券をお送りします。 

過去に肝炎ウイルス検査を受けていない方で、検査を希望する方は、基本健診受診時
に医療機関の受付で申し出てください。 

申し込み・問い合わせ　市健康推進課成人保健係　　25 ６６１５ 

５
　
月
 

11 

12 

16 

17 

18 
22 
23 
25 

26

木 

金 

火 

水 

木 
月 
火 
木 

金 

日 曜日 
９：30～10：30 
10：00～11：30 
９：30～10：30 
10：00～11：30 
10：00～11：00 
13：30～14：30 
９：30～10：30 
13：30～14：30 
10：00～11：00 
13：30～14：30 
９：30～10：30 
10：00～11：00 
10：00～11：00 
13：30～14：30

時　　間 
中部農業構造改善センター 
鴨島南部老人憩の家 
三ツ島西公会堂 
喜来老人憩の家 
敷地老人憩の家 
西川田福祉センター 
山川公民館 
中枝老人憩の家 
森山地区公民館 
上浦地区公民館 
川島公民館山田分館 
牛島地区公民館 
西麻植会館 
東山老人憩の家 

山川 
鴨島 
川島 
鴨島 
鴨島 
山川 
山川 
美郷 
鴨島 
鴨島 
川島 
鴨島 
鴨島 
美郷 

場　　　所 地区 
健康相談＋体脂肪率測定 
健康相談＋運動教室 
健康相談＋伝達講習（内臓脂肪症候群について） 
健康教室＋運動教室 
健康相談＋体脂肪率測定 
健康相談＋運動教室 
健康相談 
健康相談＋体脂肪率測定 
健康相談 
健康相談＋体脂肪率測定 
健康相談＋運動教室 
健康相談＋運動教室 
健康相談 
健康相談  

内　　　容 

６
　
月
 

１ 

２ 
６ 
９ 

木 

金 
火 
金 

日 曜日 
９：30～10：30 
10：00～11：00 
９：30～10：30 
９：30～10：30 
10：00～11：00

時　　間 
中部農業構造改善センター 
鴨島南部老人憩の家 
三ツ島西公会堂 
山瀬地区公民館 
喜来老人憩の家 

山川 
鴨島 
川島 
山川 
鴨島 

場　　　所 地区 
健康相談＋運動教室 
健康相談＋体脂肪率測定 
健康相談＋運動教室 
健康教室＋体脂肪率測定 
健康相談 

内　　　容 

5・6月の健康相談・健康（運動）教室 

基本健康診査　結果説明会のお知らせ 
　と　き　５月２５日（木）　１３：３０～１５：００ 
　ところ　鴨島公民館　２階 

ご自分の健康レベルを知って生活習慣病予防対策
をたてましょう。ぜひご参加ください。 
◆持参するもの　健診結果表・健康手帳 
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問い合わせ　市健康推進課　　25 ６６１５ 

　血液の状態等は検査をしないとわ

かりません。市で実施している基本

健康診査などを利用し、自分の健康

状態を把握しましょう。市健康推進

課では市内各地域で健康相談を実施

しています。１６ページに健康相談の

日程を掲載しています。お気軽にご

参加ください。 

　これからも、メタボリックシンド

ロームを中心に健康について皆さん

にお知らせしていきます。 

　メタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）とは、動脈硬化の危険因子を複数持った、動脈硬化によ
る病気を引き起こす危険性の高い状態のことをいいます。 
 
　メタボリックシンドロームは、内臓脂肪の蓄積（肥満）に加えて、動脈硬化の危険因子である高血圧や
高血糖、脂質代謝異常が２つ以上重なれば診断されます。これらは生活習慣病の主な疾患で、肥満、特に
内臓に脂肪が蓄積した場合に多く引き起こされます。 

　ウエスト径が男性８５㎝以上・女性９０㎝以上あれば内臓脂肪が蓄積しています。ウエストサイズを１㎝で
も小さくする（体重を減す）ことで病気の発症率を減らすことができます。 

生活習慣を見直すことが健康づくりの第１歩です 

ウエスト径の正しい測り方 
・おへそ周りで測ること 
・腰の一番細いところで測らないよう注意 

お
へ
そ
の
高
さ
で
測
り
ま
し
ょ
う
 

BMI２５以上※で 
危険因子が１つある 
（健康管理要注意） 

※BMIの計算方法　　BMI＝体重（kg）÷身長（m） ÷身長（m） 

内臓脂肪蓄積の上に 
危険因子が２つまたは３つある 
（心血管疾患の十分な管理が必要） 

肥満・高血圧・高血糖・ 
高脂血症がすべて重なって 
いる 

心疾患や脳血管疾患にかかる 
割合が非常に高くなります！ 
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図
書
だ
よ
り 

鴨
島
図
書
室（
鴨
島
公
民
館
内
）

℡
○24
５
１
１
１

◆
開
館
時
間

午
前
１０
時
〜
午
後
６
時

◆
５
月
・
６
月
の
休
館
日

水
曜
日
、
祝
日
、
月
末
資
料
整
理

日
（
５
月
３０
日
（火）
、
６
月
３０
日
（金）
）

◆
川
島
読
書
ク
ラ
ブ
例
会

５
月
１１
日
（木）
、
６
月
８
日
（木）
午
後

１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分
／
図
書
館

◆
開
室
時
間

午
前
１０
時
〜
午
後
６
時

◆
５
月
・
６
月
の
休
室
日

火
曜
日
、
祝
日

◆
絵
本
と
お
は
な
し
の
会

毎
月
第
２
土
曜
日
午
前
１０
時
３０
分

か
ら
／
鴨
島
公
民
館
２
階
絵
本

室
／
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
エ
プ

ロ
ン
シ
ア
タ
ー
、
手
作
り
大
型
紙

芝
居
な
ど
。

◆
新
刊
情
報

『
ア
シ
ュ
リ
ー
』

ア
シ
ュ
リ
ー
・
ヘ
ギ
　
著

『
挑
戦
者
』

大
薮
春
彦
　
著

２
階

読
書
に
興
味
の
あ
る
方
は
、
い
つ

で
も
ど
う
ぞ
！

◆
学
読
書
会

５
月
１３
日
（土）
、
６
月
１０
日
（土）
午
後

１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分
／
川
島
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー

◆
開
室
時
間

午
前
９
時
〜
午
後

５
時
（
正
午
〜
午
後
１
時
ま
で
閉

室
し
ま
す
）

◆
４
月
・
５
月
の
休
室
日

木
曜

日

◆
開
館
時
間

午
前
１０
時
〜
午
後
６
時

５
月
・
６
月
の
休
館
日

月
曜
日
、
祝
日
、
月
末
図
書
整
理

日
（
５
月
３１
日
（水）
、
６
月
３０
日
（金）
）

◆
お
は
な
し
会

５
月
１３
日
（土）
、
６
月
１０
日
（土）
午
後

１
時
３０
分
か
ら
（
約
３０
分
間
）

◆
映
画
会

５
月
２０
日
（土）
、
６
月
３
日
（土）
・
１７

日
（土）
の
午
後
１
時
３０
分
か
ら
（
約

２
時
間
）

◆
図
書
館
つ
う
し
ん
（
６
月
１
日

発
行
）
新
着
図
書
案
内
・
行
事
予

定
な
ど
を
掲
載
。
各
館
・
室
で
配

布
し
て
い
ま
す
。

山
川
図
書
館
　
　
℡
○42
５
２
２
２ 『

三
河
恋
唄
』

西
村
京
太
郎
　
著

『
マ
ン
グ
ー
ス
の
尻
尾
』

笹
本
稜
平
　
著

『
生
き
て
て
も
い
い
…
？
ひ
ま
わ

り
の
咲
く
家
』

野
口
美
香
　
著

『
40
翼
ふ
た
た
び
』

石
田
衣
良
　
著

『
お
養
母
さ
ん
、
あ
な
た
の
そ
こ

が
ス
ト
レ
ス
で
す
！
』

花
岡
啓
子
　
著

『
夕
光
の
中
で
ダ
ン
ス
』

エ
レ
ノ
ア
・
ク
ー
ニ
ー
　
著

『
心
霊
探
偵
八
雲
５
』

神
永
学
　
著

美
郷
図
書
室（
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
内
）

℡
○43
２
８
１
１

川
島
図
書
館
　
　
℡
○25
３
１
４
１

●
新
刊
は
、
ほ
か
に
も
た
く
さ
ん
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。
各
館
・
室
の
新
刊
コ
ー

ナ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
読
み
た
い
本
が
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
場
合
は
、
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
本
の
予
約
や
リ
ク
エ
ス
ト
は
各
館
・
室
で
、
い
つ
で

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

●
山
川
図
書
館
の
県
立
図
書
館
協
力
車
巡
回
日

５
月
１２
日
（金）
・
１９
日
（金）
・
２６
日
（金）
、
６
月
２
日
（金）
・
９
日
（金）
・
１６
日
（金）

蔵
書
検
索
シ
ス
テ
ム
ア
ド
レ
ス

http://library.city.yoshinogaw
a

.lg.jp/ilisw
ing/w

e/opac/index.h
tm
l と

っ
て
も
便
利
！

自
宅
か
ら
で
も
簡
単
に

蔵
書
検
索
が
で
き
ま
す

市
内
４
つ
の
図
書
館
（
室
）
に

所
蔵
さ
れ
て
い
る
、
す
べ
て
の
図

書
や
雑
誌
等
の
検
索
を
自
宅
か
ら

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
簡
単

に
で
き
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

『
本
当
に
暮
ら
し
や
す
い
間
取
り

１
３
８
の
条
件
』

成
美
堂
出
版
編
集
部
　
編

『
お
と
な
の
愉
快
団
！
　
ブ
ロ
グ

で
遊
ぶ
』

ア
ー
ク
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ズ
編

『
ス
ー
プ
・
オ
ペ
ラ
』

阿
川
佐
和
子
　
著

『
恋
を
し
よ
う
。
夢
を
み
よ
う
。

旅
に
出
よ
う
。』

角
田
光
代
　
著

『
ヒ
ス
ト
リ
ア
ン
Ⅰ
、
Ⅱ
』

エ
リ
ザ
ベ
ス
・
コ
ス
ト
ヴ
ァ
　
著

『
比
丘
尻
茶
碗
』

澤
田
ふ
じ
子
　
著

◆
児
童
書
・
絵
本

『
ぞ
う
の
エ
ル
マ
ー
１
〜
10
』

デ
ビ
ッ
ド
・
マ
ッ
キ
ー
　
著

『
ゲ
ド
戦
記
１
〜
５
』

ル
＝
グ
ウ
ィ
ン
　
著

『
忍
た
ま
乱
太
郎
　
ね
ら
わ
れ
た

カ
ー
ビ
ン
銃
の
段
』

尼
子
騒
兵
衛
　
著

『
が
ん
ば
れ
大
ち
ゃ
ん
』

み
や
ざ
き
あ
ゆ
み
　
著

『
ま
じ
め
に
ふ
ま
じ
め
か
い
け
つ

ゾ
ロ
リ
ア
ニ
メ
大
図
鑑
』

原
ゆ
た
か
　
著

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ト
ッ
プ

ペ
ー
ジ
か
ら
は
こ
ち
ら
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※
累
計
は
１
月
か
ら
の
も
の

火　　災

救急出動

２
月

累
計

２
月

累
計

2件

2件

128件

270件

市
内
で
の
火
災
・
救
急
出
動

今
月
の
納
税

軽
自
動
車
税
　
全
　
期

固
定
資
産
税
　
第
１
期

納
期
限
　
　

５
月
31
日
（水）

青
少
年
育
成
補
導 

市
青
少
年
育
成
補
導
セ
ン
タ
ー

℡
○25
６
６
２
０
FAX
○25
６
６
２
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp
://w
w
w
.tcu

.o
r.jp
/iku
s

e
ice
n
te
r/

連
絡
先
・
問
い
合
わ
せ

近
年
、
性
的
感
情
や
粗
暴
性
、

残
忍
性
を
助
長
す
る
図
書
類
の
氾は
ん

濫ら
ん

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に

よ
る
情
報
化
の
進
行
等
に
よ
り
、

青
少
年
が
容
易
に
有
害
情
報
を
目

に
す
る
機
会
が
増
え
て
き
て
お

り
、
今
ま
で
の
条
例
で
は
対
応
で

き
な
い
問
題
も
生
じ
て
い
ま
し

た
。
こ
の
た
め
、
青
少
年
を
取
り

巻
く
社
会
環
境
の
整
備
を
促
進

し
、
青
少
年
の
健
全
育
成
を
図
る

た
め
、
よ
り
実
効
性
が
上
が
る
よ

う
条
例
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

平成18年４月１日現在

市民のうごき
住民基本台帳（前月比） 外国人登録（前月比）

計　　46,664人 （－120）

男　　22,219人　（－37）

女　　24,445人　（－83）

世帯数　16,868世帯（＋26）

※65歳以上人口

計12,568人　男5,120人　女7,448人

367人（－２）

64人（－２）

303人（ ０）

343世帯（＋４）

〈司法書士会による無料法律相談〉 

〈人 権 相 談〉 

〈行 政 相 談〉 

５月11日（木） 
５月16日（火） 
６月１日（木） 
６月１日（木） 

飯尾敷地コミュニティセンター 
美郷庁舎会議室 
飯尾敷地コミュニティセンター 
川島庁舎会議室 

13：30～16：00 
13：30～16：00 
13：30～16：00 
13：30～16：00

９：00～12：00 
９：00～12：00 
13：00～16：00 
９：00～12：00 
13：00～16：00

市役所１階相談室 
山川庁舎会議室 
川島公民館 
市役所１階相談室 
美郷庁舎会議室 

市役所１階相談室 
市役所１階相談室 

10：00～12：00 
10：00～12：00

５月11日（木） 
６月５日（月） 
６月６日（火） 
６月８日（木） 
６月15日（木） 

５月19日（金） 
６月16日（金） 

た
ん
ぽ
ぽ

鴨
島
第
一
中
学
校
　
久
次
米
　
真
於

風
が
吹
い
た
ら
飛
ん
で
い
く

ど
こ
ま
で
も
と
ん
で
い
く

土
の
上
に
の
っ
か
る
と

ま
た
命
が
生
ま
れ
る

飛
ん
で
い
っ
た
種
の
全
部
が

咲
く
と
は
か
ぎ
ら
な
い

だ
け
ど

綿
毛
に
な
っ
た

た
ん
ぽ
ぽ
は
天
に
向
か
っ
て

祈
っ
て
い
る
だ
ろ
う

自
分
た
ち
の
子
が

ち
ゃ
ん
と
育
つ
よ
う
に

（
阿
波
・
麻
植
中
学
生
文
集
「
さ
わ
ら
び
」
第
５０
号
よ
り
）

改
正
の
主
な
内
容

○
保
護
者
の
委
託
や
承
諾
を
得
な

い
で
青
少
年
（
１８
歳
未
満
の
者
）

を
夜
間
（
午
後
１１
時
か
ら
翌
日
の

午
前
４
時
ま
で
）
に
連
れ
出
し
て

は
な
ら
な
い
こ
と
を
定
め
ま
し

た
。

○
夜
間
に
お
け
る
興
行
場
へ
の
立

入
制
限
施
設
に
つ
い
て
定
め
ま
し

た
。
従
来
の
映
画
館
等
に
加
え
、

昨
今
新
し
い
営
業
形
態
で
あ
り
青

少
年
の
た
ま
り
場
と
な
る
お
そ
れ

の
あ
る
施
設
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

カ
フ
ェ
や
漫
画
喫
茶
、
カ
ラ
オ
ケ

ボ
ッ
ク
ス
）
を
明
確
に
規
定
し
、

こ
れ
ら
の
施
設
に
対
し
、
青
少
年

の
夜
間
の
入
場
を
禁
止
す
る
も
の

で
す
。

○
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
に

つ
い
て
、
知
事
が
指
定
し
た
団
体

が
青
少
年
の
閲
覧
・
視
聴
が
不
適

当
と
認
め
た
も
の
を
有
害
図
書
類

と
し
て
包
括
指
定
し
ま
す
。

○
表
紙
や
包
装
箱
等
だ
け
で
も
有

害
な
も
の
は
、
有
害
図
書
類
の
包

括
指
定
の
対
象
と
し
ま
す
。

○
有
害
図
書
類
の
区
分
陳
列
の
具

体
的
方
法
を
定
め
ま
し
た
（
条
例

施
行
規
則
）。

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
に
関

す
る
努
力
義
務
規
定
を
定
め
ま
し

た
。保

護
者
お
よ
び
青
少
年
の
保
護

と
健
全
な
育
成
に
係
る
関
係
者

は
、
青
少
年
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
利
用
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
有

害
情
報
を
閲
覧
、
視
聴
し
な
い
よ

う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
等
で

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
さ
せ
る

者
は
、
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
ソ
フ
ト

の
活
用
そ
の
他
の
適
切
な
方
法
に

よ
り
、
有
害
情
報
を
青
少
年
が
閲

覧
、
視
聴
し
な
い
よ
う
に
努
め
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
プ
ロ
バ
イ
ダ

ー
お
よ
び
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話

の
販
売
者
等
は
、
フ
ィ
ル
タ
リ
ン

グ
に
係
る
情
報
の
提
供
に
努
め
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

4
月
1
日
か
ら
施
行

徳
島
県
青
少
年
保
護
育
成

条
例
の
改
正
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休日･夜間在宅当番医表

医　院　名

後 藤 田 外 科

美 摩 病 院

渡 辺 医 院

四 宮 医 院

工 藤 内 科 医 院

松 永 医 院

杉 山 医 院

矢 田 医 院

木村内科胃腸科

谷 医 院

筒井クリニック

井 内 内 科

鈴木内科（敷地）

阿 部 整 形 外 科

鈴木内科（喜来）

電話番号

24－2720

24－2957

24－7177

25－2016

42－3113

42－2110

25－2802

25－2006

24－6413

42－2353

24－3300

24－3070

24－5880

24－4880

24－3413

5月

10

11

12

13

○14
15

16

17

18

19

20

○21
22

23

24

6月

16

17

19

20

21

22

23

24

26

27

28

30

29

医　院　名

梶本胃腸科内科

和田耳鼻咽喉科

杏 和 医 院

石 原 小 児 科

大 久 保 診 療 所

糸 田 川 眼 科

古 本 胃 腸 科

中西内科クリニック

タ ナ カ 医 院

電話番号

24－2413

24－2566

22－0333

24－2388

24－1703

24－2531

24－7377

42－6755

22－1800

5月 6月

9

10

○11
12

13

14

15

○18
○25

医　院　名

鴨島耳鼻咽喉科

いぬい産科婦人科クリニック

リバーサイドクリニック岡田

高橋皮膚科クリニック

石原内科循環器科

グリーン耳鼻咽喉科

森 住 内 科 医 院

麻名内科外科クリニック

山下耳鼻咽喉科クリニック

さ く ら 診 療 所

島 野 外 科 内 科

かなめ小児科内科クリニック

三木リハビリテーション病院

岡田医院（川島）

糸田川クリニック

電話番号

24－8070

22－1230

24－8884

24－5122

24－2536

24－2488

22－3010

26－0020

42－7533

42－5520

25－3060

26－0310

42－6616

25－3566

24－7555

5月

25

26

27

○28
29

30

31

6月

1

2

3

○4
5

6

7

8

【小児救急医療体制】日曜日の９時～

18時、小児科専門医が診てくれます。

●麻植協同病院　　　　　℡○24 2101
●阿波病院（第１･３･５週だけ）

℡○36 5151

●平日／17時～23時　　●休日／８時～23時
※23時からは、かかりつけの医療機関か救急病院をご利用ください。
●○印は、休日診療日です。
●徳島中央テレビ２チャンネルでも放送しています。
●一部変更になる場合もありますので、受診の際は、医療機関に電話確
認の上、ご利用ください。 ●問い合わせ／市健康推進課℡○25 6615
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広報よしのがわ 20

と　き／5月27日（土）～6月11日（日）
イベント開催日／6月3日（土）、4日（日）
ところ／美郷ほたる館周辺

　6月3日
●模擬店　午後5時～9時30分
　　　　　（美郷ほたる館駐車場）
●平八幡神社獅子舞　１回目：午後5時30分、
2回目：午後7時（美郷ほたる館駐車場)
　6月4日
●こども川遊び　午後2時から（参加無料）
●模擬店　午後5時～9時30分
　　　　　（美郷ほたる館駐車場）
●鴨島鳳翔太鼓　午後5時（美郷ほたる館駐車場）

ほたる観察ツアーほたる観察ツアー　　　
　6月3日（土）、4日（日）、ほたる館入
館者を対象に開催します。

　定　員　20人（参加無料）
　と　き　午後8時から
　※ただし、美郷ほたる館の入館料大人200円、
　　子ども100円が必要です。

　開館時間を延長します　　　　
　●美郷ほたる館●
　　5月20日（土）～
　　　　　6月20日（火）
　　午後9時30分まで開館

ほたる観察ツアーほたる観察ツアー

イベント内容イベント内容イベント内容イベント内容

　応募総数39点の中から次の
方が選ばれました。

　金賞　鎌倉盛行さん（吉野川市）
　銀賞　近藤幸子さん（吉野川市）
　銅賞　米田道代さん（阿波市）

美郷物産館・美郷ほたる館・ヘル
スランド美郷で展示しています。

●問い合わせ●

美郷ほたる館
　43 2888

第15第15第15 まる決賞者真コンテスト入回梅の花まつり写真コンテスト入賞者決まる回梅の花まつり写真コンテスト入賞者決まる回梅の花まつり写真コンテスト入賞者決まる回梅の花まつり写真コンテスト入賞者決まる回梅の花まつり写真コンテスト入賞者決まる


